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（参考 11）地域学校協働活動 

○地域学校協働活動とは？ 
「地域学校協働活動」とは、地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、民間企業、

団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとと
もに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働
して行う様々な活動をいう。 
 
【参考】社会教育法第５条第２項 

市町村教育委員会は、前項第 13 号から第 15 号までに規定する活動であつて地域住民その他の
関係者（以下この項及び第９条の７第２項において、「地域住民等」という。）が学校と協働して
行うもの（以下「地域学校協働活動」という。）の機会を提供する事業を実施するに当たつては、
地域住民等の積極的な参加を得て当該地域学校協働活動が学校との適切な連携の下に円滑かつ効
果的に実施されるよう、地域住民等と学校との連携協力体制の整備、地域学校協働活動に関する
普及啓発その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 
【参考】社会教育法第５条第１項 
 13 主として学齢児童及び学齢生徒（それぞれ学校教育法第 18 条に規定する学齢児童及び学齢生

徒をいう。）に対し、学校の授業の終了後又は休養日において学校、社会教育施設その他適切な施
設を利用して行う学習その他の活動の機会を提供する事業の実施並びにその奨励に関すること。 
14 青少年に対しボランティア活動など社会奉仕体験活動、自然体験活動その他の体験活動の機
会を提供する事業の実施及びその奨励に関すること。 
15 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して学校、社会教育施設そ
の他地域において行う教育活動その他の活動の機会を提供する事業の実施及びその奨励に関する
こと。 

 

○地域学校協働活動の具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【出典】文部科学省ウェブサイト「学校と地域でつくる学びの未来」 
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（参考 12）地域コーディネーター 

○必要なコーディネート機能とそれを担う人材 

 文部科学省の「2019 年度『地域との協働による高等学校教育改革推進事業』」における「高校と地
域をつなぐ人材の在り方に関する研究会」報告書では、高校と地域の協働の必要性を踏まえ、高校と
地域をつなぐコーディネート機能について、次のように整理している。 
 
１ 高校と地域をつなぐコーディネート機能の位置付け 
 (1) 高校から地域に働きかける「高校におけるコーディネート機能」 
 (2) 地域住民との関係を築きながら地域と高校をつなぐ「地域におけるコーディネート機能」 
 (3) 上記(1)及び(2)をつなぐ「協働体制におけるコーディネート機能」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ コーディネート人材に求められる３つの役割 
 
 
 
 
 
 
３ コーディネート機能の整理 

機能 役割 マネージャー（設計） プレーヤー（運用） サポーター 

高
校
に
お
け
る 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能 

カリキュラム（授業）にお
ける地域連携 

学校や地域の特色を活かした学校

全体のカリキュラムの策定支援・
実施体制構築 

定められたカリキュラム内の授業

における探究学習等の地域連携の
企画・実施支援 

授業運営のサポートとして
参加（授業当日中心） 

生徒会・部活動・学校行事
における地域連携 

カリキュラムと連動した、年間を
通した活動の企画立案・運営体制

構築 

顧問等として地域と連携する生徒
会活動・部活動の指導 

特定の行事・イベント等に
おける地域との連携支援 

地域外・海外との連携事

業の推進・支援 

新たな地域外・海外との連携事業

の構築 
策定された事業内での活動推進 特定の連携先との調整 

地
域
に
お
け
る 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能 

県外や海外など地域外か

らの生徒募集 

募集制度の設計支援・受け入れの

環境整備 
募集制度運用、受け入れ後の運用 

受け入れた生徒と地域の交

流支援 

学 校 外 で の 学 習 環 境 整
備、活動機会の推進・支援 

放課後・土日等学校外での新たな
学習環境構築 

学習機会の充実に向けた既存施
設・既存プログラムの企画・運営 

特定のプロジェクトの活動
支援 

卒業生と学校や地域をつ
なぐ機会の設計・運営 

卒業生と地域をつなぐ仕組み構築 
卒業生と地域をつなぐ仕組み内で
のプログラム運営 

卒業生会メンバーとしての
活動 

地域人材の発掘や育成、
教育資源の収集・整理 

地域における人材発掘・人材育成
の制度構築 

地域と高校の持続的な接点づくり 学校への情報提供 

協
働
体
制
に
お
け
る 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能 

協働の組織体制の構築・
運営 

協働体制の立ち上げ、長期ビジョ
ンの策定 

協働体制の運営、事業の進捗管理 
協働体制のメンバーとして
の参画 

助成金・寄付金などの外
部資金の獲得 

新たな資金獲得先の開拓 資金獲得にかかる調整・運用 資金獲得への協力 

外部人材の確保、外部機
関との連携 

地域外の外部人材・外部機関との
連携の制度構築 

地域外の外部人材の確保・活用の
推進 

外部人材の紹介 

   

・地域社会と関わる教育課程の企画・運営・支援 
・地域側との連絡調整・情報提供 
・学校への地域資源の活用 
・地域系部活動等の教育課程外の地域探究や活動 

の支援 
・地域との連携・協働に係る研修の企画・実施 

など 

高校における 
コーディネート機能 

・地域資源（人・もの・こと・課題等）の掘り起し 
・学校側との連携調整・情報提供 
・学校外での高校生を含む活動の企画・支援 
・地域留学等新しい人の流れをつくる企画・調整 
 （下宿等含む） 
・卒業生とのつながり構築や活動支援 

など 

地域における 
コーディネート機能 

・組織体制の構築・運営（ビジョン・計画づくり、事業・会議の運営等） 
・外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等） 
・大学・民間企業等との連携・協働   など 

協働体制におけるコーディネート機能 

【マネージャー】  
課題を設定し解決の枠組みを

整え、全体を統括する 

【プレーヤー】 
 

設定された課題に対して、計画

を立案・実行・改善する 

【サポーター】 
 

現場に寄り添いながら、計画の

実現を支援する 
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○地域で活躍するコーディネーター 

文部科学省が作成した「地域ビジネス創出事業手引書」（2019 年 3 月）では、コーディネーターの
定義や持つべきビジョン、必要な資質・能力について、次のとおり記載されている。 
 
１ 地域で活躍するコーディネーターとは（定義） 

●地域課題を解決することを自分事として捉える当事者意識があり、地域に人的なネットワーク
を持ち、学校・地域・行政という関係機関と円滑にコミュニケーションを取りながら、解決に
向けた事業展開を円滑に回す実行力がある人 

●事業を実行する上で、論理的に考えて企画を立て、関係機関との利害調整を図り、実施したこ
とを積極的に情報発信しながら、事業展開を支えるために必要な資金調達を行える人 

●学校・教師・高校生等の特徴を理解し、高校生等に愛郷心を育てることができるよう、彼らに
寄り添って伴走することができる人 

 
２ 地域で活躍するコーディネーターが持つべきビジョン（本来の目的・目的とすべきこと） 

高校生等（若者）に愛郷心を育むこと（地域人材育成という視点） 
 

●若者の愛郷心とは、単に地域のこと（地域資源・歴史・文化等）を知るだけでは育まれず、若
者が地域の人に自分がどれだけ育まれたかを実感し、そのことが社会人になってからも自分の
中で生き続け、地域に対する感謝の心を持つことが醸成されるもの。 

●その愛郷心により、そのまま地元に残り続ける者もいれば、一度は都市部に出ても地元に戻り、
そこで活動しようという動機となる。そういった長期的な視点での人材育成が、地方における
根本的な課題であるということを念頭に、事業をコーディネートすることが求められる。 

 
３ 地域で活躍するコーディネーターに必要な資質・能力 ７項目 

１ 地域課題を解決することを自分事として捉える当事者意識があること 
他地域の取組事例等を参考に、課題解決について調べたり情報収集したりしている。 
地域の課題を解決したいという強い思いを持ち、地域にとってどういう未来が理想的かのイメージを

持っている 
地域の課題が自分の生活にデメリットであるこ

とを意識できている（自分事として捉えている） 
 
２ 地域に人的なネットワークを持っていること 

地域の企業・団体とつながりがある 
地域に影響力のある人とつながることができる 
地域の人が集まるイベント等に参加している 

 
３ 論理的に考えて企画することができること 

物事の関係性を構造化して捉えることができる 
分かりやすく他人に説明できる 
原因や因果関係を明確に把握することができる 

 
４ 事業を円滑に回す実行力があること 

目標を見据え、計画的にスケジュールを立てる
ことができる 

事業運営に必要な仕組み、体制を作ることができる 
チームで動くことができる 

 
５ 関係機関と円滑にコミュニケーションを取ることができること 

学校・高校生等・地域の人と取組の意図・目的を共有することができる 
連絡や情報共有をこまめに行うことができる 
フットワークが軽く、課題解決のためにすばやく動くことができる 

 
６ 関係機関の利害調整を図る能力があること 

学校・高校生等と事業者（大人）の関係を取り持つことができる 
責任の所在を把握し関係機関同士を調整できる 
建て前と本音の使い分けができる 

 
７ 学校・教師・高校生等の特徴を理解し、伴走することができること 

高校生等と同じ目線で付き合うことができる 
学校関係者と信頼関係を築くことができる 
学校の文化や教師の特徴を理解し、アイディアの押しつけではなく一緒に考えることができる 

 

 【出典】文部科学省（2019 年 3 月）「地域ビジネス創出事業 手引書」 
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○地域コーディネーター（上士幌高校の例） 

 上士幌高校では、上士幌町教育委員会が任用する「地域コーディ
ネーター」を活用し、コーディネート機能の充実のため、学校運営
協議会の委員として活動するなど、地域と連携・協働した教育活動
の充実を図っている。 
 
１ コーディネーターの主な役割（活動内容） 
 (1) 学校設定科目「上士幌学」の活動を支援する役割 

（講師選定、日程調整、事前打合せ、依頼文書発送、バス 
の手配、当日の手伝い、礼状発送等） 

 (2) 生徒会活動を支援する役割 
 (3) 学校行事を支援する役割（取材依頼、広報活動等） 
 (4) 学校の広報活動を支援する役割（「CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ通信」作成）  
 
２ 具体的な活動例 

(1) 学校設定科目「上士幌学」の支援 
地域理解を目指し、ふるさと学習の一環として教科等横断型 

で実施している「上士幌学」のコーディネートを担っている。                
地域との協働による学びは、移住者へのインタビューや熱気  

球の体験搭乗、十勝石採集、町内農家での作況調査等を展開し 
ており、連絡調整が重要な役割となる。これらの活動を統括す 
るコーディネーターの役割は授業改善への一助となっている。 

(2) ＣＳコーディネーター通信 
本校での取組を随時発信することにより、町内外を問わず、 

本校のよさを知ってもらうことができることから、通信を作 
成し、学校の広報活動の支援を行っている。 

 

○地域・教育コーディネーター（白糠高校の例） 

 白糠高校では、白糠町教育委員会が任用する「地域・教育コーデ
ィネーター」を令和２年度から活用し、学校と地域をつなぐ活動を
行っている。地域・教育コーディネーターは、高校の職員室に常駐
し、地域と連携・協働した教育活動の充実や生徒の学びの深化を推
進する役割を担っている。 
 
１ コーディネーターの主な役割（活動内容） 
 (1) 高校と公営塾「久遠塾」との協働を推進する役割 
 (2) 高校の授業における地域との連携窓口としての役割 

(3) 管内の中学校への広報活動や白糠町の小中高連携を推進する 
役割 

 
２ 具体的な活動例 
 (1) 地域を学ぶ授業～「白糠学」校歌を巡る～ 

地域・教育コーディネーターから、生徒は地形図を読み解く 
技法を学んだ上で、校舎周辺はもとより広く町内の巡検を行っ 
た。本校校歌の歌詞にまつわる作詞者の足取りを辿ることで、 
生徒は歌詞との共通点や相違点を見付け、最後は巡検の成果を 
生かしながら「４番の歌詞」の創作に取り組み、発表し合うな 
ど、地理歴史科と芸術科の教科横断型授業が展開された。  

 (2) 地域とつなぐ授業～「商品開発」～ 
地域・教育コーディネーターのコーディネートにより、白糠 

町の地域おこし協力隊の方をお招きし、生徒は商品開発に必要 
なマーケティングのプロセスや、人の心を揺さぶる商品開発を 
行うに当たっての基本的手法を学んだ。 

 (3) 外部機関とつながる授業～「海洋漂着ごみ調査活動」～ 
地域・教育コーディネーターが高校と外部機関をつなぎ、海 

洋漂着ごみの調査活動を実施した。日本財団などが推進する 
「海と日本プロジェクト」の調査研究の依頼を受けて実施し、生徒は、普段見過ごされている漂 
着ごみの実態について、体験的に理解を深めた。 

 
 

コーディネーター 
は職員室に常駐 

「上士幌学」の野外活動 

地域住民との交流 

海洋漂着ごみ調査活動 

商品開発 

白糠学 
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（参考 13）小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事業（平成 27 年度～平成 29 年度） 

○小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事業の概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○「地域未来づくり会議」の例 
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○「小中高一貫ふるさとキャリア教育 スタートアップ・ガイドブック」（平成 30 年６月発行） 
北海道教育委員会では、「小中高一貫ふ

るさとキャリア教育推進事業」の成果を、
「スタートアップ・ガイドブック」として
まとめている。 

本ガイドブックは、「ふるさとを題材に、
地域と学校が連携して行うキャリア教育」
を、道内の多くの小・中・高校や市町村で
取り入れることができることを意図して
作成したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【本ガイドブックの記載内容の紹介】「地域と学校が連携したキャリア教育」の推進体制の構築  
 
①組織の設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
②目標の設定、協議内容の検討・熟議          ③実践（協働） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

「熟議」を通して学校と地域の信頼関係の

基礎を構築した上で、学校運営に地域の人々

が「参画」し、共通の目標に向けて「協働」

して活動していくことが大切である。「熟議」

で提案されたプランを、課題解決や目標達成

に向けた具体的取組につなげる必要がある。 

共通目標を設定し、目標実現のための方策等を協議する必

要がある。上記①で設置した組織等を活用し、「熟議」の手法

を取り入れ、協議することが効果的である。 

１ はじめに～地域と学校が連携したキャリア教育の大切さ～ 
２ 「地域と学校が連携したキャリア教育」を取り入れる魅力は？ 

(1) 子どもたちにとって 
(2) 学校の先生たちにとって 
(3) 保護者の皆様にとって 
(4) 地域の方々にとって 

３ 「地域と学校が連携したキャリア教育」を推進する体制はどうつくるの？ 
(1) 目指すところを同じとするための場をつくりましょう 
(2) みんなで「熟議」にたどり着くまで 
(3) さぁ、やってみましょう！ 
(4) 参考となる事例 

４ 「地域と学校が連携したキャリア教育」でそれぞれに期待される役割 
(1) 学校に期待されること 
(2) 市町村教育委員会に期待されること 
(3) 地元自治体に期待されること 
(4) 北海道教育委員会に期待されること 
(5) 関係機関や産業界に期待されること 
(6) 地域の方々に期待されること 

５ 地域の特性を輝かせる取組事例 
(1) 地域産業をテーマとして、地元で働くことについて考える取組 
(2) 地元に暮らす人々の生き方をテーマとして、自分の生き方について考える取組 
(3) 地域の課題をテーマとして、これからの地域の未来を考える取組 
(4) 「地域と学校が連携したキャリア教育」により協働体制が整った取組 

６ 参考資料 
(1) 事業実施要綱 
(2) 事業概要図 
(3) 事業における全研究指定校共通の評価指標 
(4) キャリア教育に関わる資料リンク 

※本ガイドブックは
北海道教育委員会
のホームページに
掲載しています。具
体的な内容は、下記
ＱＲコードでアク
セスしてください。 

まず、目指すところを同じとするための場を設定する。 

 「小中高ふるさとキャリア教育推進事業」では、研究指定校 

が所在する地域ごとに、「地域未来づくり会議」（右図参照）を 

設置して共通の目標やビジョンを共有した。 

 ・学校関係者評価委員会や学校評議員会を発展させて設置す 

る方法や、学校運営協議会を設置しているコミュニティ・ 

スクールの例も参考としながら、学校や地域の実情に応じ 

た組織づくりを行うことが重要 

 ・学校とともに実行することができる委員を選出することが重要。校長や教頭、保護者や地域住民のほか、

自治体職員や産業界の代表者、企業経営者、教育委員会事務局職員等が考えられること 

地域未来づくり会議の活動方針や活動
内容、目標等を地域に公表し、地域の
理解を深め協力者を増やそう！ 

それぞれが役割を果たして協働しよう！ 

評価指標や検証の方法を設定して、地
域未来づくり会議の評価・改善サイク
ルを確立しよう！ 

改善した取組や新たな取組等を地域に
公表し、協働の質を高めよう！ 

協議内容の検討 

共通目標を設定 

【本ガイドブックの目次一覧】 

熟議 
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（参考 14）高等学校 OPEN プロジェクト（平成 30 年度～令和 2 年度） 

○高等学校 OPEN プロジェクトの概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○高等学校 OPEN プロジェクトの指定校等一覧 

 高校名 研究主題 

研
究
指
定
校 

滝川工業 パーソナルモビリティへの挑戦 ～ユニバーサルツーリズムを目指して～ 
小樽未来創造 地域観光の活性化 ～ホンモノの小樽とふれあう～ 

余市紅志 
農業の高度化・６次産業化への貢献 

～北のフルーツ王国ワイン特区と連携した町づくり～ 
白老東 「地域学」への取組について 
静内農業 馬での地域の活性化 ～強い馬づくりと馬産地日高の魅力発信～ 
八雲 地域社会の活性化を図り、若者の定着率を高める 
函館水産 地域水産資源の活用による地域鉄道路線や沿線水産業の活性化についての研究 

旭川農業 
地域連携機関との協働による未来のプロフェッショナルの育成 
 ～地域森林資源の循環利用に関するプロジェクト学習の展開～ 

留萌 
ビジネスの手法・ものづくりの技術を用いた地域課題の解決 
 ～関係人口の増加、継続的なふるさととの結びつきを目指して～ 

礼文 行政、民間事業所等と連携した礼文の地域創生に取り組む 
津別 地域から世の中を探究する ～地域と大学と高校の連携を通して～ 

北見工業 
地域創成と技術の伝承 
 ～豊かな自然を生かしたユニバーサルツーリズムを目指して～ 

帯広工業 スマート農業の実現・普及に向けての研究 

標茶 
「しべパフェ」で元気な町づくりプロジェクト 

～標茶町でパフェを食べてみませんか～ 

羅臼 
地域連携による持続可能なふるさと知床羅臼における人材育成 
 ～さまざまな地域資源を活用した郷土愛の醸成～ 

奨
励
校 

芦別 
地域の関係機関等と連携・協働した課題解決型プロジェクト学習を通じて、郷土に誇り
を持ち、社会的・職業的自立に向けた資質・能力の育成 

伊達 シティズンシップ教育による探究活動の実践 

興部 
地域の歴史に学び、現状を探究し、未来への提言を行う高校生の育成 
 ～地域の歴史・文化理解の深化と地域活性化に向けての人材育成の取組 

標津 地域における観光及び産業に関連する環境をテーマにした課題研究群 
 

○地域みらい連携会議（帯広工業高校の例） 
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○標茶高校の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○白老東高校の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○帯広工業高校の取組 
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○静内農業高校の取組 

１ 研究テーマ 
馬で地域の活性化～強い馬づくりと馬産地日高の魅力発信～ 

 
２ コンソーシアムの構築 
  本研究の効果的な推進と関係機関等との連絡調整を図るため、 

本校、本校振興会、新ひだか町、ＪＡしずない、日本軽種馬協
会で構成する「地域みらい連携会議」（コンソーシアム）を設置 

 
３ 関係機関等との連携状況 

取組内容 連携先 連携内容 

軽種馬の繁殖・肢蹄管理等の技術指導 
日本軽種馬協会（ＪＢＢＡ） 繁殖・肢蹄管理 

ＪＲＡ日高育成牧場 育成・調教技術、草地管理 

乗馬技術・管理技術習得 
ライディングヒルズ静内 乗馬技術 

牧場 管理技術 

馬の魅力発信 

新ひだか町 各種事業の連携・調整 

町内小・中学校 馬文化交流 

平取養護学校 乗馬交流授業 

馬産業に関わる情報提供 ＪＡしずない 馬産業に関わる情報提供 
 
４ 本校における学科構成等（第２学年からコース選択） 
 
 
 

 

５ 主な取組内容 
 (1) 学校設定科目「馬学」（第２学年、第３学年：各３単位） 

（目標）軽種馬の飼養管理や繁殖の基礎技術の習得、軽種馬の
特性や飼育環境の理解により、合理的な軽種馬管理と
品質や生産性の向上を図る能力・態度を育てる。 

（内容）馬の飼育管理、放牧地・牧草・土壌の管理、馬の繁殖
管理、馬の血統と遺伝、もくしづくりとロープワーク 

 (2) 学校設定科目「馬利用学」（第２学年、第３学年：各３単位） 
（目標）馬の性質や取扱い方を理解し、馬術の基礎技術を身に

付け、基本的な操作ができるようにする。 
（内容）馬の取扱い、馬具の取扱い、馬術の基本的な馬の操作

方法、馬術競技 
 (3) 研究班の取組 

馬コースには、競走馬の繁殖や育成に関わる研究をしている
「軽種馬研究班」と、馬産業の担い手不足解消に向けた活動に
取り組む「馬利用研究班」がある。２つの班で協力し、強い馬
づくりを通して魅力を創出するとともに、その馬の魅力を発信
していくことで、馬産業の担い手育成につなげている。  

 
 
    

ア 軽種馬研究班 
「レースで勝てる強い馬づくり」を目標に、日本軽種馬協

会の指導のもと、ＧＰＳを用いた育成馬の運動量調査に取り
組んでいる。調査結果から育成馬の運動量不足が明らかにな
り、この課題解消のための方策（放牧の馬の組合せ、引き運
動など強制的な運動）を検討・実施し、体の丈夫な馬の育成
を行っている。 

  イ 馬利用研究班 
    「馬産地の未来の担い手育成」を目標に、新ひだか町と連

携し、馬の魅力を子どもたちに伝え、馬好きな子どもを増や
す取組を行っている。町内の子どもたちが馬に興味を持って
もらうため、クイズ形式のオリジナル教科書や幼児向けのカルタの作成など、教材開発にも取
り組んでいる。 

  

馬産業を支える人材の育成 

馬産業の発展・新ひだか町の活性化 

本校繁殖牝馬直腸検査見学 

乗馬実習 

食品科学科 
畜産食品コース 

農産食品コース 

園芸コース 

馬コース 
生産科学科 

軽種馬研究班 

放牧の馬の組合せの検討 

馬利用研究班 

馬に乗って行う「だるまさんが転んだ」 

軽種馬研究班「強い馬づくりで魅力を生み出す！」 

馬利用研究班「馬の魅力を地域に伝える！」 

馬産業の 

担い手育成 

馬学 

馬利用学 


